
（別紙３）

～ 令和8年1月20日

（対象者数） 23 （回答者数）
16

～ 令和8年1月25日

（対象者数） 9 （回答者数）
9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
利用する児童みんなが楽しめる内容を相談して

プログラムの多様化を目指します

2

職員全員で日々の生活の中でできる手先の作業を

話し合い、個別のレベルアップを目指していきま

す。また、保護者への説明を細かく行っていける

ように努めます

3

気持ちが落ち着いた後の切り替えのタイミングや

複数名同時の場合の対応方法を想定して考えてい

く

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

求人募集をしていきます。力の必要な時には

複数の女性職員で対応していきます。個々の力と

経験値を合わせて判断力を強化していきます

2

構造上、バリアフリーには出来ないが、段差を解

消するグッズを使っていきます。その他老朽化、

危険な箇所は定期的にメンテナンス、修繕を行っ

ていきます。

3
職員配置、事前下見の危険個所の強化により近場

での外出支援を増やしていけるように目指します

各種プログラム、イベントの多様化、かつ全ての活

動が無料で楽しめること

利用する児童、職員全員からの意見を聞いて

プログラムに取り入れている

個別に行う作業支援や学習支援

日常生活の中で活かせる手先の作業を中心に行って

いる。職員全員でPDCAサイクルを行っている。一

人一人のレベルに対応して学習内容を考案してい

る。

活動に合わせた部屋の区別化

体調不良時や、気持ちが不安定な時に過ごせるクー

ルダウンの部屋がありその時の体調に合わせて別室

での対応をしている

外出支援が減っている
手助けが必要な児童が多く外出には危険が伴う為、

安全面を考慮して室内プログラムを多くしている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

若い職員、男性職員が少ないこと

排泄時、着脱時等プライバシーの配慮が低くなって

いる。体力的な問題や瞬発力に欠けていることもあ

る

建物の老朽化
築年数が古い為、バリアフリーにはなっておらず段

差も多い。引き戸や床など各所老朽化している。

令和8年1月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年1月30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ルック未来

○保護者評価実施期間
令和8年1月10日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


